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論 文 内 容 の 要 旨
本論文は担子菌類を深部培養した際に菌体外に蓄積される各種加水分解酵素に関する広範な研究をとり
まとめたものである｡
担子菌類は深部培養を行なうと, 一般に大きな菌糸塊を形成し, 生長および酵素の生成が悪い｡ 著者は
培地にディスティラーズ ･ ソルブルズを添加することにより, 担子菌の生長および酵素生成が著しく改善
されることを見出し, その知見に基づいて, プロテアーゼ, 凝乳酵素, アミラーゼ, セルラーゼ, 溶菌酵













敵する｡ この酵素はきわめて低い至適 pHをもち, 植物組織崩壊活性が著しく高い｡
パン酵母溶解活性の高い酵素が Coprinus属から得られたが, これは耐塩性が かなり高く, 細菌より
はむしろ酵母や糸状菌に作用する真菌類溶解酵素である｡ この酵素をイオン交換セルローズで分画すると






高い菌株は少なく, 生産される酵素には中性ないし弱塩基性域で作用するものが多い｡ Agaricalesの 中で
LampteromycesjaPonicusだけは例外で, その酵素生成は Polyporaceaeのものとよく似ている｡Zrpex
lacteusは検索したいずれの酵素についても高い生産能を示した｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
担子菌の生産する酵素としては, プロテアーゼ, セルラーゼ, ラッカーゼなどに関する研究がある｡ し
かし, 担子菌を用いた醗酵生産には種々の問題点があり, 現在まで例外的に生長のよい小勢の菌株につい
てのみ研究が行なわれてきた｡
著者はディスティラーズ ･ ソルブルズ添加培地で担子菌を培養することにより, 多くの菌株の生長およ
び酵素生産性を著しく改善できることを見出した｡ そしてその培地を用い, 多数の菌株について, プロテ






組織崩壊活性をもつ ことや, Fomitopsiscytisina が強い植物組織崩壊活性のあるペクチナーゼを生産する
ことも, 今回はじめて明らかにされた｡
さらに著者は Coprinusによる真菌類溶解作用は β-1.･3 グルカナーゼと塩基性プロテアーゼによる
ことを示しており, これは Coprinusの自壊作用と考え合せて興味深い知見であるO
以上のように本論文は, 担子菌の深部培養法を改善して担子菌による酵素生産に一つの指標を与えたば
かりでなく, 産業上有用な多数の酵素を発見しており, 応用蘭学, 微生物生産学, 酵素化学, および微生
物生理学に貢献するところが大きい｡
よって, 本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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